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5.2 能登半島縦貫有料道路 NO.6 被害状況及び復旧対策 

 

5.2.1 能登半島縦貫有料道路 縦－6 被害状況 

（1）被害状況 

 高さ約 30mの高盛土区間で延長約 60mにわたり上り車線が内浦側（または、南南東側）に崩壊
し、崩落土砂は約 170m先まで流れ出し耕作地に到達した。 
（2）復旧方針 

 盛土の靭性を向上させるため、4 段盛土の内下 2 段にジオテキスタイルを用いた補強盛土工と
した。また、盛土内の排水性を向上させるため、暗渠排水工を施工する。 
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図 5.2.1-1 NO.縦－6 位置図 

写真 5.2.1-1 NO.縦－6 被災後写真 写真 5.2.1-2 NO.縦－6 応急復旧後写真
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図 5.2.1-2 NO.縦－6 平面図 

図 5.2.1-3 NO.縦－6 主断面図 
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盛土下面

強風化岩下面

表土下面

写真 5.2.1-3 NO.縦－6 コア写真 

図 5.2.1-4 NO.縦－6 孔内傾斜計観測グラフ 

BV縦6-1孔：Ｌ＝22ｍ

　4/11～4/16にかけてGL-8m以
浅の傾斜量が増大している。
特にGL-1mの傾斜計が大きく動
いている。
　当該時期は迂回路建設工事
における整地、H鋼設置が行わ
れていたことから、工事の影
響と判断される。
　4/16以降は大きな変動はな
い。

観測期間　4/11～5/18
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BV縦6-1孔：Ｌ＝22ｍ

図 5.2.1-5 NO.縦－6 ボーリング柱状図 
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図 5.2.2-1 NO.縦－6 復旧フロー 

5.2.2 NO．縦－6 復旧対策 

(1) 

①崩壊土砂を撤去し、盛土下部に良質材による補強土盛土工を実施。上部は現地発生土を改良

し盛土を行う。 

②盛土補強材は、ジオテキスタイルを使用する。 

③掘削面に浸透水を排出する排水層を帯状に施工（流末は本暗渠） 

④盛土内部には、浸透水を排出する排水材を敷設する。補強土部 W=2.4H=1.2、路体盛土
W=3.0H=3.0共に千鳥配置 
⑤地下水排出のため暗渠工を旧沢地形に縦断的に敷設。 

⑥山側の暗渠工は、本線供用後開削で施工し排水ボーリングで埋設済みの炭素鋼管と接続 

 

(2) 本復旧までの監視計画 

追随崩壊から迂回路部及び本工事の安全性を確保する目的から、多段式孔内傾斜計観測（自動）

による監視を実施した(BV縦-6-1)。 
【管理基準】  

○1日当り 5mm（観測角度 0.29°）で管理レベル 1（観測強化体制） 
・24時間データ監視体制、変動量の増加、累積的変動の監視 
○1日当り 10mm（観測角度 0.58°）または道路等に変状発生で管理レベル 2（警戒体制） 
・道路安全対策協議会の設置、施工中の場合は工事一時中止、道路通行に関する措置の決定、

対策工の選定 
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図 5.2.2-2 NO.縦－6 平面図 

 

図 5.2.2-3 NO.縦－6 標準断面図 

地表水遮断工




